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正誤表 

 

 下記の箇所について、それぞれ訂正し、お詫びいたします。（編集部） 

① 前付け６頁 下から１２行目 

誤（下線部）：今ひとつ関心や興味がわかなかいことも理解できないではない。 

正（下線部）：今ひとつ関心や興味がわかないことも理解できないではない。 

② 前付け１２頁 下から２行目 

誤（下線部）：法曹界 

正（下線部）：法曹会 

③ ８頁 １１行目 

誤（下線部）：参考資料３８７頁を参照 

正（下線部）：巻末資料３８７頁を参照 

④ ５５頁 下から３行目 

誤（下線部）：Ｄ弁護士は、弁護士は難関といわれる司法試験を 

正（下線部）：Ｄ弁護士は、難関といわれる司法試験を 

⑤ ６５頁 下から８行目 

誤（下線部）：神田正樹 

正（下線部）：神田秀樹 

⑥ ９９頁 下から１３行目 

誤（下線部）：依頼事件の処理を疎かにすることことを禁止する趣旨で 

正（下線部）：依頼事件の処理を疎かにすることを禁止する趣旨で 

⑦ １１６頁 下から４行目 

誤（下線部）：被嫡出子 

正（下線部）：非嫡出子 

⑧ １４１頁 １２行目 

誤（下線部）：ｋ 手金：３０万円（４７％） 

正（下線部）：ｋ 着手金：３０万円（４７％） 

⑨ １６６頁 下から７行目 

誤（下線部）：不動産業者Ｘに対してい自己に 

正（下線部）：不動産業者Ｘに対して自己に 

⑩ １８９頁 １２行目 

誤（下線部）：後日精算する 

正（下線部）：後日清算する 
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⑪ ２０９頁 ８行目および１３行目 

誤（下線部）：弁護士法２７条 

正（下線部）：弁護士法２８条 

⑫ ２０９頁 ８行目および１３行目 

誤（下線部）：弁護士法２７条 

正（下線部）：弁護士法２８条 

⑬ ２６６頁 下から５行目 

誤（下線部）：著名な弁護士 

正（下線部）：著名な法学教授 

⑭ ２６８頁 １１行目 

誤（下線部）：大野正男「楕円の倫理－弁護士と依頼者の間」 

正（下線部）：大野正男「楕円の論理－弁護士と依頼者の間」 

⑮ ２７８頁 下から８行目 

誤（下線部）：交流の執行停止の申立て 

正（下線部）：勾留の執行停止の申立て 

⑯ ３４１頁 下から６行目 

誤（下線部）：い発言したら、 

正（下線部）：いと発言したら、 

⑰ ３５２頁 １３行目 

誤（下線部）：バネリスト 

正（下線部）：パネリスト 

⑱ ３５５頁 下から８行目 

誤（下線部）：Ｃ裁判官 

正（下線部）：Ａ裁判官 

⑲ ３６９頁 下から６行目 

誤（下線部）：Ｃ弁護士 

正（下線部）：Ｃ検察官 

⑳ 資料編扉（３７３頁相当） 最終行 

誤（下線部）：債務整理事件処理の規程を定める規程 

正（下線部）：債務整理事件処理の規律を定める規程 

○21 ４３５頁 左段上から５行目 

誤（下線部）：見なし成功報酬 

正（下線部）：みなし成功報酬 

以上 


